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平成 ２９年「春のあんしんネット・新学期一斉行動」について（依頼） 

 

 

青少年の安心・安全なインターネット利用環境の整備について、かねてから格別の

御尽力を賜り、感謝申し上げます。 

近年、青少年のスマートフォン等のインターネット接続機器の利用が急速に進んで

おり、多くの青少年がＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービス)やオンラインゲ

ーム等のいわゆるソーシャルメディア等を利用する一方、こうした機器の長時間利用

による生活習慣の乱れや、不適正な利用により、青少年が犯罪の被害者や加害者とな

ったり、いじめやプライバシー上の問題など思わぬトラブルに陥るなど、深刻な問題

も発生しております。 

こうした中、春の卒業・進学・新入学の時期を迎え、多くの青少年が初めてスマー

トフォン等を手にする機会が多くなることから、この節目の時期を捉えて、集中的に

保護者に対するその責務等の意識喚起とフィルタリング等の普及促進に重点を指向し

た啓発活動等の取組を図るため、内閣府及び関係省庁においては、昨年に引き続き、

別紙の通り、平成２９年「春のあんしんネット・新学期一斉行動」を、官民協力して

実施することといたしました。 

内閣府としては１月 13 日付けで、関係省庁と連名で別添１の「平成 29年「春のあ

んしんネット・新学期一斉行動」について」により、一般社団法人全国高等学校ＰＴ

Ａ連合会等に対して、別添２の「平成 29 年「春のあんしんネット・新学期一斉行

動」における普及啓発活動等の御協力について」により、青少年の非行・被害防止全

国強調月間 協力・協賛団体に対して、協力依頼文を発出したほか、政府広報（イン

ターネットテレビ、ラジオ番組等）を利用した利用した啓発活動を実施することとし

ております。 

つきましては、貴職におかれましても、本取組の趣旨を踏まえ、貴職管下の関係部

局（課）及び管内市区町村、関係団体等に本取組を周知するとともに、教育委員会、

警察、総務省総合通信局、市区町村、ＰＴＡその他関係機関・団体や関係事業者等と

連携し、特に下記の点に留意し、効果的な啓発活動その他積極的な取組を推進してい

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、関係府省庁や地方公共団体の取組（予定）等につきましては、１月末までに

内閣府ホームページにおいて集約したものを掲載し、その後、適時更新することを予

定しておりますので、取組の参考として下さい。 

 

記 

 



１ スマートフォン等の購入時におけるフィルタリングの設定等 

青少年が利用するスマートフォン等インターネット接続機器を購入・契約する

際、保護者等購入者は、販売店に対し、利用者が青少年である旨を申し出、フィル

タリングについて説明を受けるようにすること。 

また、販売店においては、十分に説明し、青少年インターネット環境整備法上の

義務を履行することはもとより、積極的にフィルタリングを設定すること。 
 

※参考 青少年インターネット環境整備法（抜粋） 

（携帯電話インターネット接続役務提供事業者の青少年有害情報フィルタリングサービスの提供義務） 

第１７条 携帯電話インターネット接続役務提供事業者は、携帯電話インターネット接続役務を提供する契

約の相手方又は携帯電話端末若しくはＰＨＳ端末の使用者が青少年である場合には、青少年有害情報フィ

ルタリングサービスの利用を条件として、携帯電話インターネット接続役務を提供しなければならない。

ただし、その青少年の保護者が、青少年有害情報フィルタリングサービスを利用しない旨の申出をした場

合は、この限りでない。  

２ 携帯電話端末又はＰＨＳ端末をその保護する青少年に使用させるために携帯電話インターネット接続役

務の提供を受ける契約を締結しようとする保護者は、当該契約の締結に当たり、携帯電話インターネット

接続役務提供事業者に対しその旨を申し出なければならない。 
 

 

２ 家庭における話し合い及び利用のル―ル作り 

各家庭において、スマートフォンやソーシャルメディア等のリスクについて親子

間で話し合い、規則正しい生活習慣づくりや正しく利用するための家庭でのルール

作りを行うこと。 

 

３ 青少年及び保護者のインターネット・リテラシーの向上 

教育委員会、学校、ＰＴＡ、地域団体等と連携し、卒業式・入学式や保護者会等

の場を活用するなどして、スマートフォン等インターネットの安心・安全な利用に

関し、青少年や保護者の意識を高めるための取組を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 

〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1 

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付 

参 事 官 （ 青 少 年 環 境 整 備 担 当 ） 付 

青少年インターネット環境整備担当 

大原、松本、萩原 

ＴＥＬ 03-6257-1443 内線 38261 

E-mail <kiyoaki.ohara.x8v@cao.go.jp> 
<akira.matsumoto@cao.go.jp> 
<eri.hagiwara.c6y@cao.go.jp> 
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平成２９年「春のあんしんネット・新学期一斉行動」について 
 

１ 趣旨・目的 

近年、青少年のスマートフォン等のインターネット接続機器の利用が急速に進ん

でおり、多くの青少年がＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービス)やオンライ

ンゲーム等のいわゆるソーシャルメディア等を利用するようになっている。 

しかし、その一方、こうした機器の長時間利用による生活習慣の乱れや、不適正

な利用により、青少年が犯罪の被害者や加害者となったり、いじめやプライバシー

上の問題など思わぬトラブルに陥るなど、深刻な問題も発生しているところであ

る。 

このため、未来を担う青少年が、そのようなリスクとそれに対する適切な対応を

理解した上で、スマートフォン等を正しく利活用できる環境を整えることが非常に

重要となっている。 

このような認識の下、多くの青少年が初めてスマートフォン等を手にする春の卒

業・進学・新入学の時期に特に重点を置き、インターネット接続機器やサービスを

提供する関係事業者とこれを利用する青少年及び保護者、学校等の関係者が連携、

協力し、フィルタリングの推進及びインターネットリテラシーの向上に重点を置い

たスマートフォンやソーシャルメディア等の安全・安心な利用のための啓発活動等

の取組を集中的に展開する。 

 

２ 実施期間 

  平成２９年２月～５月 

 

３ 参加府省庁 

  内閣府・総務省・経済産業省・内閣官房・警察庁・消費者庁・法務省・文部科学

省・厚生労働省 

 

 
 

 

（別 紙） 


